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ipv6 flow monitor
このコマンドは、着信または発信トラフィックを分析するためにインターフェイスに割り当て

ることで、作成済みのフローモニタをアクティブにします。

以前に作成したフローモニタをアクティブにするには、ipv6flowmonitorコマンドを使用しま
す。フローモニタを非アクティブにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

ipv6 flow monitor ipv6-monitor-name [sampler ipv6-sampler-name] {input|output}
no ipv6 flow monitor ipv6-monitor-name [sampler ipv6-sampler-name] {input|output}

構文の説明 着信または発信トラフィックを分析するためにインターフェイスに

割り当てることで、作成済みのフローモニタをアクティブにしま

す。

ipv6-monitor-name

フローモニタサンプラーを適用します。sampler
ipv6-sampler-name

入力トラフィックにフローモニタを適用します。input

出力トラフィックにフローモニタを適用します。output

コマンドデフォルト IPv6フローモニタは、インターフェイスに割り当てられるまでアクティブになりません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション。

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE
3.2SE

使用上のガイドライン ポートチャネルインターフェイスには NetFlowモニタを接続できません。サービスモジュー
ルの両方のインターフェイスがEtherChannelの一部である場合、両方の物理インターフェイス
に監視を接続する必要があります。

次に、フローモニタをインターフェイスに適用する例を示します。

Device(config)# interface gigabitethernet 1/1/2
Device(config-if)# ip flow monitor FLOW-MONITOR-1 input
Device(config-if)# ip flow monitor FLOW-MONITOR-2 output
Device(config-if)# end
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